






近年,allergenあるいはhistamine誘発による気道収縮がatropine適用あいるは迷走神経

切断により抑制されることから,これらの気道収縮における迷走神経反射の関与が考えら

れる。こうした背景から最近抗コリン薬が抗喘息薬として再評価されるに到っている。 

我々は,既にhistamineのみでなく,acetylcholine,5-HTおよびPGF2α誘発による気道収縮

においても迷走神経反射が関与することを確認した。今回は,気道収縮における迷走神経反

射機構を追求する目的で,反射性の気管平滑筋反応を検索できる標本を考案し,実験的

histamine 喘息発作時における迷走神経反射の機構について検討した。 


